
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子医大ファミリーサポート  

ファミサポ通信 
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Tel.03-5369-9075 FAX03-5369-9081 委託：NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ 
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文部科学省大学病院人材養成機能強化事業（周産期医療に関わる専門的スタッフの養成）男女共同参画型 NICU人材養成プログラム― 地域とささえあう周産期医療 

１０月２６日(土)女子医大祭でファミリーサポートの全体交流会を開催します。詳しくは 4ページをご覧ください。 お知らせ 

▼ 全過程を修了した学生サポーターの皆さん。前列中央は室長の野原理子先生。 

「学生サポーター」が誕生しました。

５月９日から６月３日まで８科目全１６

時間の講習をすべて修了した本学

の３年生１１名（医学部４名・看護学

部７名）です。８月から小学生の夏期

講習への送迎や、保護者外出時の

見守りなどの活動が始まりました。 

学生の生きたキャリア教育としても、

今後が期待されています。 

学生サポーター活動開始!!  
 

１１科目、オリエンテーショ

ン・修了式まで全３０時間

の講習を真剣に、最後まで

熱心に受講してくださいま

した。 
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夜の大学の行事の間、学童後の息子を

みてもらうため、はじめてファミリーサ

ポートを利用させていただきました。 

息子は小学１年生ですが、母親の職場

でやさしい学生サポーターのお姉さんと

一緒に楽しい時間が過ごせたことが大変

嬉しかったようです。私も、安心して大

学の行事に出席できました。夕方から夜

にかけての学内会議も多いため、地元の

ファミリーサポートだけでなく、今後は

学内のファミリーサポートも活用させて

いただきたく思います。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

依頼会員さんから 利用した感想♪ 
 

 

初めての預かり保育で、不安や期待に胸

を膨らませながらお子さんにお会いしま

した。とっても可愛らしく、周囲の人を温

かい気持ちにしてくれるような笑顔のお

子さんで、不安は吹き飛んでしまいまし

た。 

お忙しい依頼会員の方々の力になれた

ら、とずっと思っていましたが、お子さん

と一緒にお話ししたり遊んだりしている

時間はとても温かな、心地よい時間で沢山

のものを貰っていると感じました。 

学生生活を送っていると、気がつけば決

まりきったパターンと、閉ざされた空間の

中だけでしか過ごせていないように思い

ますが、サポーターとして活動することで

自身の人間としての豊かさも耕されてい

くように感じます。 

安全でお子さんにとって楽しい一時を

提供できるよう努力すると同時に、お子さ

ん達から様々なことを学び自らを成長さ

せていけたらいいなと思います。    

（医学部 3 年 S さん） 

 

学生サポーターより 活動の感想♪  

 
S 

●宮田先生は 

学生サポーターマッチング 

第１号です。 

第一生理学教室 教授 

宮田麻理子先生  

E 
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日 時 間 内  容 講  師 

１０月３０日（水） 

9:15～ 受付 テキスト代 2,500円 
 

9：30～10:30 開校式 オリエンテーション 

10:30～12:30 保育の心 城田タキ子氏 保育士 

13:30～16:30 子どもの心の発達とその問題 湯汲英史氏 
（社）発達協会 早稲田大学非常勤講師 
言語聴覚士・精神保健福祉士 

１１月１日（金） 13:00～15:00 子どもの暮らしとケア 小俣みどり氏 NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ理事長 

１１月８日（金） 
10:00～12:00 子どもの事故と安全 小俣みどり氏 NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ理事長 

13:00～16:00 子どものあそび 大森靖枝氏 劇団 風の子東京 

１１月１１日（月） 13:30～16:30 普通救命講習 救急救命士 牛込消防署・東京防災救急協会 

１１月１３日（水） 9:30～12:30 からだの発達と病気 加藤郁子氏 東京女子医科大学病院 小児科医師 

１１月１８日（月） 
10:00～12:00 

障がいをもった子どもの預かり
について 

関根さゆり氏 新宿区子ども家庭部子ども総合センター 

13:00～16:00 子どもの栄養と食生活 牧野伸恵氏 栄養士 

１１月２０日（水） 

10:00～12:00 病児保育とリスクマネジメント 野原理子氏 
東京女子医科大学医学部 

衛生学公衆衛生学（－）教室 講師 

13:00～15:30 
保育サービスを提供するために 
―相互援助活動の有効性― 

小俣みどり氏 NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ理事長 

15:30～16:30 修了式・修了証授与  

１１月１日(金) ・８日(金)・１８日(月) いずれか１日講習会終了後３０分、 病児保育施設見学（東京女子医科大学院内保育所病児保育室） 

 

６月の保育サービス講習

会には多くの参加者があり、

熱意と活気のある充実した講

習会でした。３２名の受講者

のうち２７名が全過程を修了

し、提供会員は１１３名となり

ました。 

  

第６期生・提供会員誕生 保育サービス講習会 6/12(水)～6/25(火) 

▲１１科目、オリエンテーション・修了式まで全３０時間の講習を

真剣に、最後まで熱心に受講した第６期生提供会員の皆さん。 

▼加藤郁子先生のロールプレイ

を交えた講義は、毎回好評です。 

お近くに子育て支援に興味のある方はいらっしゃいませんか。ぜひお誘いください。 
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 ファミリーサポートには私も大変お世話にな

りました。少しばかりのご恩返しのつもりで、

精一杯、研修担当させていただきます。 

講師紹介  
●加藤郁子先生 

(東京女子医大小児科医) 

『からだの発達と病気』を第１期

生の時から担当。看病のポイン

ト・受診の目安などテンポ良いお

話がとてもわかりやすい。 

先生からひと言  

 全国で行われているファミリーサポート事業の中で、最も充実した内容の養成講座です。安心してお子さまを預

けていただけるよう、信頼できる講師陣で、しっかりとした講習会を開催しています。 

第７期生【保育サービス講習会】受講生募集中！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

   
 

 

 

 

 

 

 

▲黄色の紙には私ならどう行動するか、水色の紙には考

えられる原因について、ピンクの紙には予防策をそれ

ぞれ書いて、見せ合いながら話し合いました。 

スキルアップ研修会 

 

もし保育中に電話が鳴ったら？お預かりする時に子どもの

様子が気になったら、あなたならどんな対応をしますか？安全

な保育のために、ヒヤリハットの事例をグループで検討し対策

を考えました。 

「先輩会員の体験談がきけ、交流ができて嬉しかった」「依頼

会員、コーディネーターや周囲とのコミュニケーションを取るこ

との大切さを再認識しました」などの感想をいただきました。 

  

２５年７月１９日（金） 13:30～16：30 

 

“ファミリーサポートを受け持って初めてのお子さまお預かり、はてさ

てどんな子だろう？と興味津々…の出会い、「坊ちゃん」だと伺ってい

たので私は目立つ「赤シャツに紺のズボン」で夏目漱石を衒
てら

い待ち合わ

せ場所に向かいました。 

４月の初旬ピカピカの小学一年生とお母様を紹介され、私は“○○君、

明日からも暫くこの「赤いシャツ」で迎えに来るからね！”と「坊ちゃ

ん」に「赤シャツ」を印象づけ、翌日から出迎えた私を直ぐに認められ

るようにとの考えで外見を植え付けました。幸いこの日出会ったお子さ

んは素直そうなお子さん。なお且つ明るく快活でちょっと茶目っけの感

じられる性格と見受けられ、その場で安堵と嬉しさを感じました。 

 新緑・初夏・梅雨から盛夏へと季節が廻り、「坊ちゃん」の発育・成

長は目覚ましく、また良く懐いてくれて学校・遊び・旅行 etc と様々な

話や物語などを聞かせてくれました。 

 中でも「ゲゲゲの鬼太郎と色々な妖怪の物語」については事細かに教

えてくれ、私が知らない「お化けや妖怪」の話になると“えっこんな妖

怪も知らないの！”と更に詳しく教えてくれたりもしました。 

ファミリーサポート活動を請け負うに当たって“心得の第一は【預かっ

たお子さんの安全確保(交通事故・予期せぬ災難 etc からお子さんの心・

身を守りきる)】に緊張感を集中させて役割を果たし終えたい”が提供

会員としての私の心情でした。 

 夏休みに入り「坊ちゃんと赤シャツ」との道連れは一段落、サポート

のはずの私が逆に「坊ちゃん」の話や仕草に元気づけられ、楽しい・愉

快な数ヶ月を過ごさせてもらった次第でしたが、この間、お預かりして

きたお子さんを守り切れたことにホッとし、私は安堵と感謝そして様々

な場面の思いに深々と浸っております。          

T 提供会員さんより 活動の感想♪ 【提供会員 P N
ペンネーム

 瀬戸内
せ と う ち

 開
かい

】 

 

 

▲さっ、左右をよく見て渡ろうね。 

▲あー、あれなんだろう～。 

どれどれ・・・ちょっと寄り道 

●瀬戸内さんは数少ない男性提

供会員さんのひとり。学校から学

童保育施設までの送りを担当して

いただきました。炎天下の中、赤

シャツ先生は大活躍でした。 
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会場：東京女子医科大学健保会館大会議室    

講師：小俣みどり            

参加会員：２３名 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

平成２５年８月末日現在 

会員合計 206 名 

依頼会員 82 名 

提供会員 113 名 

学生サポーター 11 名 

 

 
女子医大ファミリーサポート室  

                     

直通 tel：03-5369-9075  代表 tel：03-3353-8112（内線 39911） fax：03-5369-9081 
family-support.bm@twmu.ac.jp  http://www.twmu.ac.jp/NICU-support/ 
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今後の行事予定 ぜひお出かけください。お会いできるのを楽しみにしております。 

                
▼対象者 

※スケジュール・会場は変更される場合があります。 

お子さんと一緒に

参加してください。

楽しいですよ♪ 

１０月２６日(土) 全体交流会  
※女子医大学園祭のイベントのひとつとして開催します。 

11：00～17：00 好きな時間に遊びに来てください（出入自由） 

●会場：東京女子医科大学 佐藤記念館３階３０２ 

●スライム作り・カラフルこま・折り紙など 

楽しいあそびがいっぱい！ 

●今までの活動の写真・広報紙などの展示 

●依頼会員登録もできます。 

 

【第７期生】保育サービス講習会 

１０月３０日(水)～ １１月２０日(水) 

    ※詳細は２ページをご覧ください。 

 

 

１２月１１日(水) スキルアップ研修会【重要】１３：３０～１６：３０ 

 ●グループワーク中心の事例検討。実践で役立つ研修会 
         ※詳細は後日お知らせします。 

 

２６年１月２５日(土)１４：００～１６：００ 

全体研修会 

 “食べもの神話”の落とし穴 
食と健康―氾濫する情報を正しく読みとる 

会場：東京女子医科大学病院 総合外来センター５階 大会議室 
講師：高橋久仁子氏（群馬大学教育学部教授） 

 

依
頼
会
員 

提
供
会
員 

職
員･

学
生 

依頼会員登録できます 

登録無料・会費なし 
 

お子さんの好きな方

をお誘いください。 

提
供
会
員 

一
般
の
方 

再受講したい科

目がある方はご

連絡ください。 

【一般公開講座・講演会】 

依
頼
会
員 

提
供
会
員 

一
般
の
方 

どなたでも 
参加できます。 
ぜひお越しください。 

【編集後記】●毎月、月末から５日までの間に援助活動の報告書が届きます。この報告書

に提供会員さんが書いてくださる「子どもの様子」を読むのがとても楽しみです。あんなに

小さかったのに、もうそんなことができるようになったの！歌を歌いながら帰るのね、アリさん

が好きなんだ、兄弟でケンカしても外に行くとかばい合うのね。小さなメモですが、情景が

ぱぁーと広がり、温かな気持ちになり、楽しくなって、私はひとり声を出して笑うこともしばしば

です。もうひとつの育児日記のようです。この夏は猛暑の中、豪雨の中、依頼会員さん、提供

会員さん、学生サポーターもそして子どもたちもよくがんばりました。どんな夏の思い出があ

りましたか。これからも一緒に日々を積み重ねていければ有難いなと思います。（村田） 

●開室時間 月～金曜日 ９：００～１７：００   

※外出時・休日・時間外は転送電話または留守番電話になっていますのでメッセージを残してください。 

●代表電話 03-3353-8112（内線 39911）留守電機能がありません。開室時間内にもか

かわらず応答がない場合は、直通電話の方へかけ直してください。 

●FAX 03-5369-9081  ２４時間受付。すぐにスタートボタンを押してください。 

＊ホームページでファミサポ通信のカラー版をご覧いただけます。 

「食情報とフードファディズム」「食とジェンダー」が主な研究テーマ。

著書に『「食べもの情報」ウソ・ホント――氾濫する情報を正しく読みと

る』『フードファディズム――メディアに惑わされない食生活』他 

162-8666新宿区河田町 8-1東京女子医科大学内 

※外出時・休日・時間外は転送電話または留守番電話になって

いますのでメッセージを残し

てください。 

●代表電話 03-3353-8112（内線 39911）

留守電機能がありません。開室時

間内にもかかわらず応答がない

職
員･

学
生 

提
供
会
員 

http://www.twmu.ac.jp/NICU-support/
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